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新設爆発試験坑道設計概要

(n仰27Jl151J6rr交pt)

錨芳拙 技泣設計垂n食

Ul 'i

lJ .'1.

郊 1溶 銑泊.耶Zb 設計方針Li伸延並恥 肺

3巾 か群に必∬fEJE将計岸.耶4印 現ぼ針

乱 脈 5瀬 比汝甘,相同 l 完済姓発拭助Jjt河

bL立乱 打TB12 JLllお金升押出図第l書 箆 過

iiEz旅昭 石工軸 櫛-Af交i讃現ru鵜 折 (旧丸繁茂婿

f収 取)に放ては統兵rJ派 土ケ布区仏rq町nl.上ケ谷実

政所に性究父叔IR を;賢旺するに造りこれカ顎軒J._r荻
生火酵急談虫IL滞PJlされたので同会-Llli弧 こ煉確抗戦

坑正広計墨n負亡賓ElrF山本鈷捜 (東大)1ヰ暮e9-永

何 次

価 (.Rt火)仰木正二 (W大)小野i<J:(Jlt大)多lllEg伽

(蛸 拭験折目.I-即初粍 (石淡は剣 t帥1仔=(≡
)r-)邦字 (三選)桐悶≡月 (北7組 淋 )干蟻三千122

(臼化仏日h'妨平池 川 化)LLJ凍rJ攻 (カーtJ･JrL)｣

を作って姉nした,碓m.'i25年 日日 日及19日のニ:

【叫こ兄って1Tはれた,その出 は次の凪))でiJち｡

外用 仁kとして米.英.仏,E],副 に於'テろ煤道

鵬 に捌しては任那秀之雌 .長1fJl快好釆71

雄瀬のIL学細で紬;あろ｡点1に荘方W rの柵 JJL噂と
■†

山榊 )姓氏の淋 煉好研究公(･の鞭や.-とを比t2 たも

のである｡

木月で見ろと(旺方紬 J克芯F._爆発轟の在崖をふく初米



ll-1 エ ま 久 慈 生 食 f註 解 15挺 那Z廿
淡1 各gZ建材 点疑ZBJtt71

LtLEtzn) 長壬rttI) 古筆rEa')

EI Pit-JA g e' 10 50 1010

1L il○ntll三的 コ =J, 3.5 70

5 tkrzlt Lt57(LS 50 100

7S Jlは tOコ u1 5･5 10D

兼 BTtl亡ltL'⊃ 1-9 61 17･8

n(: 芸ノ芸;

､ISy J68 100

153 368 6767

tiIのそiUこIiO媒焚W ,tnをが PJt310m'としたよ

うにA'･ほれろ･その後英卿 )筏可燃 (成分を轡 を
この妖田で撤 LfLが美辞の点群から相当の帖 があ

るので必見製の血這-_/義範とuthL政やた.それでiZg

発議の界放､こIlbl'51ら687mIに耕少 されろことに

1=つた｡父F98に日毎も美空】と同一にした.

榊 では馳 tF捷Dm JR に於て安生喋蕃

その他の紀 を行っていちから親船 *される諾拡

正 t.抑 d七1井にRSii書と庁ふ.,J雛 を考えて賀

u 放血町｢睦をriたせることが虻打である｡

¥に叉戊敵 工品及立脚 にEP ろ改■の碑 に

'JUl)L71Jろことも概 して坑正設計垂A女は耕 に遠

べろ上与な正三1-)I-●十を立て人J を/決望した.

夫にこの設計の発牡畑 は輩見たろ蜘 J当り頚に

ZUfAJl句はE)米カーh lの円状等棚 .捕 工

仰 i同じく払m l≡氏LこおEt･した.ここにyi氏

に対し好 く追二lけ ろ｡叉軸芯の薮劫汲81作並に射 rl+_
撫式会社l】A5桓持52什尻 (･行った｡

軒 2才 E2rr方針及粁追tR明

L荘針方針

11弓(LEQとしてSfr柵 1心古は瓜黙技術ii政所此方支
qrの仰 臥城山の拙 攻CtとrATl一成班を与えろ上う計

db'すること印ち煤発試楓 臼砲Ea妃淡棚 方aiは了虹

万支gTEのものと611じにナろこと..

2新設坑道はJ=妃のhJtltIの1-に可及的芙肝 変を

行 ･ヽ7fJろ上i改緋 蒼ナろこと.
3 以上の方Irに上l}次の滋EBt._,す ること｡

])gl2メ呈先軸 を作った

従来のJ&棚 の寸氏Xl内諾坪山札はLm 'のものと

同一とし 【tJ【逢I_/輪少Lたたわの=凍蛭をなくした)

その甜 Oに拓Zは官吏を作った (Eil脚 だって

耳1出納 Jll1.52Otx3.580-66TBnl
市2拙文監を的 :T.ltl.9W 17x乙3W -L521ロ1-

e)ち妨1妨2中庄又崇拝汝合計 1.日 肘

Fl帯l虐曜菟長 36Sh

妨2津別 =,3003

Cl七 Jh 担
tiZrTn .- .･.･...･- ■ .I

乱立rnm) 長さ(czn)
20 55 50

9_9 30 60
25 iS W 柵 Jg

15_2 i5 120

30j 57.2 54.6

311二■ 王5 55

ふI12 55 120

洗 JX ia JT< 28470rD

全 抗 8 fi 34450TTl

llHm の月祖のB肘ほ稚潤し柑ろようにすること

鴇榊 のたわ安全3gを念珠閉況して爽牧LItlろよ

う夫のdt枯なした.
(4) 究払方だ全村 I生をtitIつけlく-R lこ瓜 にも

rttIカ･えられるよりI再した.閲 b繊
(bl Hタスのぞき女のVナ3L甜 r･LCDため池

をrtウつけた.(細 41沸 邑)

(C) 41ttl空に缶用互をtibつけた.好転ヨ⊂暮
夏U

L王i そのkp,.計瓜 拓

(ユ) 必見E力JTS･Ttりつ.ナた (溝芳監力計l二つい

てはEIに舵 する)

(b) 生井称 'LX耶 価 姓とした｡

(.'J仙 黙認のDl作比淵 は茄 5不にfe淑す

る｡以下荊373の7Iか こ上って糧茄のAI火や坊此

14伽kg女川いたJ㍍rlこ批 する坑道tW J､EE力は･次

の凍IJでもろ.

C3や 改 正 .JJ 233kgIc.tit

ノタン桜プ陀 ノ) 108kg/cm亡

洪TDi伽朔旺-)) 935kg/cm!

(.'Jこれらの正-JJは何れも61Tu作朋7:･あるから抗血内

誠肢は妨 l規n'!25kg/em空.荊2は兄宝 201,ど/cm-I

抗皿を9kg/cm号としてE計した｡

I 柄n詑gJ

7cm[爆発搬 坑皿払立Eilで託すtflくLJdZZの内帥 三LE(

方btW rのものとM和でもろ｡坑血の生殺は 3445m

(,I,◆ン′のJVさ合まで)姉1脚 は内払 )･52rn

外包秘=日恥 札 妨2相現 は内転 L恥 ･外や梓 さ

19亡Im.そLlll外a)収 はl～監192Tn外郎 1-e9rBrn

である｡杖軌 は水平に対し3亡のtq壁で村方払拭し

ている｡En tl" .互鵬 は正方のものと

大益tLt･か芥2甘印 :できたため亙れ逗7L廿が2ナ

熊と1=つた.

乱立5dて外伝抜三食3沖古訓三筋 1規紫衣でも ･-･'

所内?に各●=血J)謎 恕 ･あり正絹 ･エペ<JL･I=上
ろBltEとした 第2規兄皇 淵̀ 王佐の芳分でJi)
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エ 嘗 火 堀 端 会 誌 弊 13笹 Hl2秒

･.J_空.三文二二_]L.

｢̀山 ご丁

d

r･･早 手 今 斗 uq_

=~~一 :二_1

J一■■■

A-牽 軍
F

■■■■

町≠盛 観
-'t.II- .'pl-.

1

∈'='与

号Tfi8斗1刑--.ll- エム .t土 ≡

…琵ミニ ～. ､ .I〆 ノ ＼ ･.･aはb_王と相場てもちh:唯盃の前

任1,'大 きい｡ これらに†朝 .;経 にIt･.'かと,-J二とj):

て_-･-ろTLcはJi辞(,=Jt洩久我.Y川i
g)にてあI)同軌 こu･/j竜の ガ̀ ,スは-kTヒ クスを批 ･てt.ろ*:斡i

臓 出 として的 訂に当てたT'f作･)必モかこ'Ln'てf馴r

C,i-i,-)ように し.'=｡井 3年 計面に必要な 基礎計井l 口T3

Fl内圧))目指塾宝.■こ詮:5.5cmT{

=･:12恥m軌塀は :2.鮎 0 56 ccでもろ｡これに匙成す ろ岩出 媒

拓 は ′ 6.川p-7,叫 .r.30tm K以-ド,.Lと頂- 1･311

1で 1,,-Jが 追い巌 の軸 を'6:ilLて)'･-lrlj仰 kglcが . l●中一5

t一IItg,To-3lIがJ(.(/-95ltkcJ1118.

A- ).ふ とす ,-J｡こ方法 準 の弘也ヤ謙32mm.7RB ltJ-h･

とナ )''iI. 諮望 長 =100(1･6xtHA)r71T5AfSt:m 在 っ

て i々人 放 .訂量 8xlJS一日ZtkTnと1=I)殆どF_fEP _)n

l/ C}lLl tH実る火重点は 1.4t槻 ー(･UJL,ろZ)･=,軌 tm



lIJ書･Zz制 4'恥式辞朋托 ヒケ各リ壬e新帝穴城Ⅶ次息凍正々か拙中 日7

1l-08として 1一を淡わた,

･･-/._i., - 1･仰 了=誌 U, - ･･kt czd,

J は捌 勺Vに於-ナ･-)畔 鼓のrgJ)

促牙TJm宅に上って生1ち愉 棚 祐≡力Lミ

軌 のFl打モあらが.鶴 の如きEE桁鼓作の理芸の辞

静 印叩Lでもろが市中されT=恥 '_エT.A･+'-ダ乏藷

に近江したJ8%'こは b▲rG TA､･1Uりこ上って新井さ

れ.=いTh こrJ貯 ま取 掛迫で●'.i:含Ll_･Ld-4等

量内耳の!可lにRてIiた同されろJu でもろ.今 E

tb ]gLを丑書 きilJ=王事～<-,II(田 を世心

(この■公は恥 の白｡'こ8--.～∫OT,Rl .p暮rJLfEE'

をt:fFZEOEE力とすかは l上nIg,J..'x10''erF.

lbv 10rJyprであるbLら
Dl∬F･lu-1エixJJxll～xLJkcLlgl

Pl~~~√ - -10BJ.
上たbEn先･-r玉JtIlIl印gABだよJt1-0.野O

Ld gと十川 fV-(/･てもろさLら.昭 .?辛を
lZ-72m セ上式にItlヽ-HUで

♪.一半 -i69哩 --=Jh t9,7_I-
とIrろ｡こit一:外包に良ナろ職 -dlJ)丘大圧力であ

る･このhJこねする好転 J)Zf〃正にEIlしてはすず心

ため外屯は諾耕 一と与へとL･ことにする.

舟このWL.-J)印 汝の戯 rは RJ相抽 e-Ht:Sol
IOt式に上り

l'▼
7 -.i t7-･･ ,iJ)p,1

2(L'lTIL
tJ ト 1+LT+lp.

ここでuほ私 的のTRd (ふけnl,.･l三岳1の鼓迎で
あるから 丁･lJとHuf

l7-- ITtLuOSmdぐL･

IJ い,795 =■llgSltl,tC

となる｡雌確JAall勺の甘辛政の過坪は策KL.}3]】5al
tTLSeeであらかL,かなJJよく一放1てい7_.

T 蛾見X萌の甘凱 d 吐剛 壁 ,,)日包内

に附 誓 ,nI.L頼票 認 dh仰 .

･･lL3iT-x･U-1

でもろb･ら4-､77TL',

-【H kSx･rhJTTi,V･･･o-㍗
-]495zAArL･

叉この甥敬 軒杓の■拙 文J)は

I,､･古 間

5T

にl亡7(rLtば

可 1･,5-7･:; x9- Bx,ド

llT - Li"-2Oy h ･代

Tl･dLu olt岨tl●)tI LLI▲い ■-

畑SF土:世qして日和E18･らILhrろ立札述安.二億

--､2g古 p▲.I

土･E,京めるがこのAteEでは p･蜘 xltlTksが.r

一筈 xl̀r- -･吋 . lB とサーU三

- IZx,名L･三.芸 州 x･DIxL,ご n t- ･＼

-1lyTtLt■t

である.勿詮昏W Eカ ニJJt出と集こiAナナろが.

上Ez)Irミ七大の斗缶である,

I出 エ + ～暮-I+_)三四が 'Cも7I王､ら

意 一三.IP･rl i岩 - 1V-}.苦 xl･｢ ･

019uxtOl&tn ⊥lOh l也

T ′Sン況命就I糊 で空

JTン各覗 合Ctf始り1火すら特融二丈ては一ナン

の含有Jrが9-i;Q)lId攻廿にmいられ又この叫細'.発

生軸 もl上火に近19Lも汲介'.(帖の成分を

X'=-72,'i O2-19.'. CH.一分.

1=ついて計許する｡

′pンの焦地こ見ては

CHI+20±ICO.+LH..O+212.8kcBt,mol

であり拙 技の成分は

T :I.: 7:

鳥芸:-:
であるからノq-2SSliJ且介州1.'の雌発ulI坐を附井rLL
は r･l1.-29j9.K班は Z6760C とIrもだってJ▼ン

基朱qiR令矢作rJは沌辞ノJJr 一は

L',f 一号.･ 警 1仙･
でt,つてもし初めのWO'itJ)a:'JHl.那 )式TfHJlf

Iい OSkgcmfと1.･ろ.A?て士廿苛の好守JL恥,}宅})

と同時に作RH'ろ呼はこの二つのやはなるh:Jr打にJ

f一丈耶炊l=はI弼 rb:も･'.カ･･'この二つのrJ)泣

き･何時に作NJす7.こと一t,ウ19fLい.

Trt'.,tt7V.B也d.･:

坑鍋 に仕Mr･-J親 ti*分 LS･.,ql発分11.7

3S.弘 美1716ィ,架分&tiSl.I,,-タ1分5646･.と

十 ･1.

サ6賀ID吐か'_,JiELから吟払こtJL･StML切手辞



訴を求めろと.

よ誉 I,RuQ2, - 庸車史 (叫
I l ′ 一 ヽ

7K屯は) ･t ･̂懲 諾 牛 込 鼓 ;T;父食込や

(kg/cmt)とす1日珊 皿の内庄1Lp,受けろ和門閥のぎ件

に上って qIを凍扱'tL411)]とすLlは p-2dll/ILからm F

的EIが計37:さ)しろ.Lt故溝板の租合帯等gyKFrESカ を

1600kg-cmfにとかは)･は式のようになろ｡

70 51. 545 255 軸 qr 耶｢は確宝 軒二煉完訳 坑 泣

5 25 125 125 I(cm) 19 19 09

11 rJ69 -r(cm) 152 190 192

2 0063 0O6 0CbS I･(kdL:me) 25 20 94

1 一 班Fgには発が剛 であること及功噺の強さな考えろ

9 とpはJ瓦の町井の2倍出は安生でもJJ糊ろ.

水分 2 0Jl

fr 676

姦式 lml中の脚 の鮮凹は021mコでもろから

21tJF22Ll-9･lmo】となる｡

石獣 100g施主劫こ酔 rろ謎他 及地 は

1 脚 ス7gンT艶度

J鵬 脚 の可1肋紅 駄 28cTn.内部圧力川-1蝕g/cm亡

とナLL一梢 双tr一号(28JtXpoであるがこの1m ･二村
する円m巧喋 雀 ,.'ネl+.(rF知司 b事他 日 に示す

如 くはJlの牛缶 r-50IrLTn蔓の蔽箆 ･T-3ZrnTn,有効

攻守野 菜 洪発雷㌢屯

In 仝 地 顔 E･76/94二-O72 930

不 'A <･払 染 586/94-041 ).650

煤溌顎の群fLtは667m)でもろから洪賊の悦 地は

これを益試新挙血で肘 ~jtはよいから爆発;表内の某誌

で東急他 LT=坤は 930g.ぐがCOとなるような･糊

合では L.63n蛋Cある｡=R町の取合rl布挑 tは ),5(X)

gであろから劫と縦が先兵CCOになる姦試出は光分あJ)

-■部はCOlに一部は畔 のままで共布十ろと考えら

7しろ｡この悠軌 朋は戟次を伴って那 P_外の雑誌に

上IJTTl怨塊を空けろことになる｡

この特会の鰍 肋 5:は次基のよL)になる｡

･'E 食 松 虫 不 'R食性曲

lni･石

淡に対 し

CO5 545〉く97,ZOO

C0 - 255x29.200

1Ⅰ≡O 1ZS×57,6Ⅸ1 125x57,6qJ

SO2 0帆x70,9JO OO6x70.9･山

計 6U6kc且1 15U721(Lml

冶 洪 9笥 温習kLd l･52% 'もEtBL.
世銀zALk tD Z555°K li230に

強常正)) PrHI 935kgL'cm亡 557】(ど/cm=

胡乱駄†H･はかなLJ殺し.･.-.〔火付時fulがあ7.かb棚好の

搬ylX糊に1ろ圧力とn/nH~ろことはfJ.い.叉J9y

JL柄と同時に拙 RのJiW 川ろことは考えら11ろがこ

の恥倉雌発:盆内の;>Jt,I,'.小の1棟梁出に柑 勺を受けろカ･ら

この場合でも圧力は Jr:足柄の与の牧舎よりは人で

ないと衰えろ｡

態凱 "-45又筋斬何性繰汲0-7,500kg/m℡とナJHf

ハ才の捜 S(mnt)は

64,メ -,･ 6JXJ5xSb3x:(邸 xIO

dY' 32･lx73tN

T285

故に 7,0-】OkE/Cmtでは 285!nTTlの初空桁をすれば

よい,従って罪際には ),U-2OL-ど/cm℡化irでの'LLT全部

として伊仙ル 1.:｡

t !鑑の坦雌

月田でrrIだされ等分愉 茄を受けろ円板のLt;-J]に関

しては

(I) 外J'Jlこ於けちIとJ7

qJ-3)I,2/41p)I: J"-rLt-3JHtルナ

771は l'O)ssor)比の辺歎l=･3-4である.

(2) 小亡､悦 Z)mLlは

･mLJ ,';I;;.こ.1,)p･I

こ71らの班を窓 Lr.T･l.Ly.<lこついて .･･-5,〟.-1柵

としこm T-Hlは攻のこうJIJLる｡

忘 a 忘 lJl 法 L･e慈 `

Pl性の1-伍 r(cm) Ⅰ9 11 日 14
円性のJ'75 ((cm) 19 19 】9 09肘ルIh･穏 (kF′(e:舞 '･22… 22; 22; 】1三

(計 糾 J(cm) 20 11 1･1 049

立 正 'JJT･う･tkg12=tIL日 5棚 】5,Jl巾 6 160

田がJt･トtt 3 3 3

3,Lu l (･t応宵 Oull Otlll O(叫2

節 4せ ii便 計 薮 第5や 瓦 斯洩_q賦課坑笹製作畢頒

IFqr73の艶虻 棚 畑 の1蒜3むは宜WJこ示す如く郡1煉発講.妨

q Pl柁内た (cm).I-UjP 好さ (crn),)･ FAJE 2煤粘':)と坑道の3㍍上lJ成LJ全長 34.450托 (,L'ィ
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サンW.さを合3･ずJにして (り-(4)の缶を折1規
托訳 (5)-(6)のqlを那2感触 ,hj下 (7】-(21)
のqrを主人､氾とし又メダン太新鮮入与紐 を附属すろもの

とす,糾 rr牌 は Jl二･S仰 日印紅 SJLJL号及7P･'計

銘打も之iLに相当する判軒をLmlけ ちものとす,文相

fI紬 及略蛭は当方9.か .の.I_行い拶妓技X脚 爪'_,I

丑山LiWJ-の東証壬,安くろものとす.

B賭場linlは牡鵜の初治を77け ものTLろを以て:tミポ部
分を除く外は周汚lt二元一十hき単軌 二位L)且拭I)安正臓

部作到融を鰍 出し当方の兼髄J_,711た7ji糞鮒Jl判7､する

ものと十 .妨 1,堺Zは発議1.の31作に出り二は別J.に

コ瑚lこてfr比 てて経現地lこ)-iL耗LiW.J一触 すべし｡

Ⅰ姉 lJB窄宝 (1)-(4)1rt

キer分は搬 欄 の点も噸 T.･ろ部分のユつであっ

{俳も紫火の棲歪を安くろ折であI)剛 l三力30気管
に官.は られる梯各荒Hにilrの齢 は]E梅里辛に現作す

るをRIす.特 にqlのr～托 1.520托JILH発茎平場 )i
36NJ純を正銘に椎枯すちな辞す｡

(Jト ト )の81のnLl々 に仙 て分解して概略J_,鎗

JJLは (L)の缶の]三割王725事巨.(2)は 1.Ll伽 IE.

E3)は 1.㈱ 托,(り は9707Cにして内転は-3.･々 正

紐 こ1.520柁とし薮郁 2O粍1,仙川する,令伽は一
枚掛 こて迫作し接合は.Y職 とする｡

(1ト (2), (2)-(H.(3)～い lの伽の投合

もお印 と同じ探合Lb法とrろ (1ト (LIlのおL:-'(.巾の
缶穴は4,615柑 こして収仰20椎の樹 施 例のェン

r7㌧ ーlは疲党加に対してFL7度のTIJ蛭にて仕WI)

缶にJ(付けろ｡共の秤知は血カモの如く倭架封 勺にて

u Oh ltXh12の L糊 を川t外耳は u S× 75×

12の L棚 712(l柑 7.の鵬 胴のq-･-_-ゥスター7

"那こてH.牢 L= ,1{村政にて耶付ろ｡又エソ rフレート

はIrl心L=7仕送75事とe)札を捗ち外号勤まL50×5dx6の

し鋤 を紅･藍6W事巨の円にまるめェンrフレートの小
心にJtの中心を合せて料拡介すろ.之7Lに11.さ25

I亡Q)'小心に概藍 75油の孔の明いた荘箆6W鵜の1...

Jl'11一下1〆J_･･空き入ナろものとすら｡

棚 板布t執ミ敬称6粍巾1807tの長 3.2(氾花柳 lL!

鉄齢こして取外しの川氷る川に34"ビスにて如付けろ.

(1)のlr7のホ碓lこは し75x75x12の L型鋼を外円

に】浄按振合する｡又 (1)-(2)の(I-Lにかけて光に姐

べたU-せ.,トスナ-7机を吋 Fけろ｡(2)のlrll二は

エy r7レート及2伯の叩 投書L.ノク/ガ ス人口

礼,刀:肺患正邪定札.作Jれい O粍Fil付JZLJLPトを組

Ji_･こと),･.職 r鋤けJ<>rll1m宛好x.ろ｡

(3)のqlには偵犯束1小 タ>jt紙挺押塩/u-111ざ抑附
施IP喝助級Zibl酌む令姉 (･t寸式他 称),a;力湖

jiI札 tmL托.'i吋軌 ITがJL･トを凸賀JtJここ)希 1伊脱

芯鵬~FI7_.

(4)のirlには l･lg,'h'A榊 (J･書式安全升) IC.

文机 11口乱掘JLンr希 1m招団示の鉦1馴こ陀陥するも

のとil.又 (LIJの伽の左端には乙榊 (4W7:20粍tfi
頼現)をy叫鋲L=て凌合し之にpLri諾 l抑7EW政の

ケ>ト耗或はi･丑ボール紙羽の隅硬Tiけ伽17-jfさき揃す

ろ｡訴訟i三回inJ渉ytのこと.

tLi巨資皇耶Iibl離 皇輔trJI々 式卿 )附くく亨の
.w t.は固相に計1'酵領にLJiI)適当に蟹計柑 Tzのこと.

1 坊 2煙発三i(5)-(6)qr

木許分も耶 1甥発議と同株各部及び柑 こirIの接/r,-汰

JF_蔽歴竿にg!fやを世する｡(5)のqrの)壬さは 1,ZO5托
lこして (6)の火れは lJZOOrK,ある｡仙川汐淑 t好

さ20下巨にして川魚 189SrELこ泣作し(7)以Tの伽の

外法1,93S矧 こ外連r_,合せろこと.文節 1は苑講とPl

蝶番仰 1_1托城を以て紺乍し抜合は.Xd雪舟娘とすらB

(SJ(6)のizlのiL雌 炎は2.405粍で (5)と (6)

のalの拝合-Jj法はJJ紺 と同じくⅩ塑相接とする｡(5)

のむの右端は (り QJ伽の乙!出只にJt吋鋲lこて旗合

し (6)の欄 は L 75×75xlZの L 却用 をqlが外

脚 二桁注し (7)のqlにhplでJ･J･ト(ピッチ約575

IElにて養合す,父 (6Jの缶の左;宅のIAi鰍 こし瑚

(L150×lW.20銃転筋!真)を倍達してそれ に節 1

増兄?.の縦は榔 抽 Jiとr･Jじ掬iiEのものを叫 舛ナろ.

ES)の加にはL･l概 念将 (,､1-式態皇桝〕及Lml窓

ItqI磨け′<ンr紫Ⅰ伽を琵lナ(f･)のirrJ二はl･三脚

抑止監ソ淵定LL,ノ8/IL脈tlrl孔芥 L肌を荘IL1-るE,

岨湖宝には_群 15花の取だEl'L子 (相子は､lFrT-ら)を

川い構造は則稚】の歩釘lこLJ(E)近宜責計屯nlのこと｡

t 圭j33(7)-(24)伽

虻の珊 二は (7)～(2il)のISの伽を軌立てたるも

のをむ'BaとしてLir分ナろ術 の長引ま放て 1.525柑 こ

して内邑 1,9-'0事仁であら｡lJ!JEl致板は一'I.9ICとす｡外

相J_dt;ZこL枇舷にてR!nL汝合は.Tl棚 姓とす ろ ｡

肋 の放付ま周の如く件irlの軸椎の外川にL7Sx

75'x12のL棚 と幹岳し,(吋jzみトにて7rう.

I.'-/キンy(-J事きユ椎か∃亘6策,巾40椎の職 蛭の

Tf輔を蚊川のこと｡

亡ql:安全桝は (8)以下のqI(22)の伽まで糾扱qI

にl朗宛計叩 仰 IIけ.機.n鴇は (り 以下のirl(23)

のbLまでYJ汲抑 こⅠ帆相計 9例監晒する.又 (8)の

伽に臣力測定孔 1例を芯im lろ｡1,I.1抗荘掘†寸ノ､ンrは

別耕と同じく(7)の中上IJ(ZS)のBLまICi.7丑伸二

1田相計9g川lIFtナ.舟択抜illl24)にはJ脚の矧r

I.'ンr~にてLE何lこ上るわ群を押えろ,桃相計1.1耶押
えJ･ンrl/也.qtとする｡

nr JダIJL期中 At多汎

本鞘JTylは郎 むに僻入したは弟を但允させろIm Eに爆

発'Rを新語の…I舵のJ4,J.淵 にするための年宅配でも



120 ェ 男 大 半 B 全 道 姉 ).iをJ12 秒

る｡缶 (2日J)(6)には火4′′りt崩のuJ入口l

朗 を和すろ こ とは恥にも蛙べたgzJ)でもろが之に

r口篭6吋LS片目シf付;gBtl<>rJを缶に正

榊 して】刷寸けろ.-77D7チエfJ二は火･trE)琵
丘吋Jq珊 ■トタブUTJL･′｣きれfll佃 のbき#封
にて軒 ナろ.

g入Ftl事榊 はlL.書のものを脚 柑十ろ.

英乃仕tIは■正力,雌 ヨfL JL* 20d nn l_

許P電柵 荘抄とT..∫'珊 棚 ;･JF67t敢5i

にて1作しその -̂ざ引ミjl71-;の如く土星 1450fL 73

1g _･榔 nr司よ7)も1°と十.又計暮柏.ミ荘重

IF>iJfN,-'にてXXiをナナ-}'LTSろbくLE

カ抱 Y-{rタスその他4井._･ろ軸 を甜 する｡

軒 にEtては6吋j湘 E)本書書.Dもo)i･任用

し笥337)u .ウZTtに示す如く8rl,ツ′it+-7Tを

屯付て九枚生･3;'{:セJ.lR中に妹出u来ろUに即 すろ
こと■

文 ●【

(日 経tL繋軒*仝洋や

(2) 大舟≠仝Lt26(5 p,lB)
3 ZL方7;火叫 q71秒ZtJLfF P6.7r:す*

(J S･tGeo打er).Ttylq.pr∝.ltor.S* m .

A p.1671950

5 1VIBle■b pr.mdA_H.Tlt血 Tbterld..

〇〇〇hhkkTAPE.Rey･Hd･Phl,I20p1
5̀抄 1949

雷 束 管菅 の基 壷 的研 究

薪 ^報 二 乗 青 首 の 性 能 向上

･唱が丘年5月23rT真Jt)

叉 木 武 一

､faZえエ品nlぜエJ8)

l # T

コ二村 7廿のJRノJ々 相加するhitとしこは.那.fLtTR

を村加して切放螺過せIW反すろガ牡と.乱切脳 はrl1

-でも黙許をTl馳 しては拙比を村加ナろ方法とがも

ろB朗-#む^哨L汀冊.技JfをrI那 廿に･je攻して.そ

の性鮭を従雑のm廿と此触 れLたE.Wi.JCの性戊が

新しくl･'･J上されろ7他紙:Bした｡相に^四m野は.T

1lrマ イトに対しCE米JLりなかった雌曲の叫上S･包

め･ T イナ▼1トの畑穐3LtA･･r一女淀封 こ苑Jtさせ

ろ布に成功した｡

LI 内管及甘件の糊

信輔 廿に.仙こTA･i-1ウJ･好†絶 他糊してLL
ちとtItgub 端t.のでL.I-ll5としてJ!小過rQl_I;究

i･ろと,】恥 'JとTLつて湘 Iil_,yI‖Lた確合より

もコb 暮さくT=るし又ittLL£Lb･ん.この仙 こ蓮

Tち毒.=鮒 の&JEJL七m とする払凪 良好噂tBt
は相加する博':もろ｡TL符一二JI℡仙二度て究火和 ･ち

砧男堤扮JLi･まめると.Tt1ェ1-上の書合は ひ五

g･gtかJ8台nl晦 とILつて弛 ･苛む十･-.弟=朴 .

又J与野セナれ7JT.iIH3付せ･三.ナLfづえら ,'lEZ}

の一帯を榊 したものと考えられる.併 I勺tPの長さ

はIi托であるからq都の榊 を考えjLは.J&由のig

通が急類に旺化す･-}のはJJ扮h'b･ら約5札の瓜で.ち

ちかb内℡jSY'rS】岨【1上に苑(-rれは.LRblの雌溌J9て
弧 に迷する止甘f籾祁叫されろqlとなって欄 ･C

あるoEA]甘長セ0.2.46,8椎と榊 して刃火中を苑

放した払 杜界胸 に早くirT'ろ乱91.死火維嘘は訴

しくrr-aEーし.AXyF村松血はそれぞれ 043.fJ2S.019,

Ull.ul3gと加 に沖少した (ホニ織).

四 輯甥の打的

棲扮7)比応刑 ‡は.部)'胡 で軒井した如く捕めてid

く02事EであJl.i)･ら.偵伽'AHi-rろ為J)火宵のIと小

近在をまめ,-_と (I.･-0.451.

61も哩や7;-dl汚.ミ1,8托以上もjlif.ぼ恕 ･止け十･1

訳である.荻窪のエ耶 =於て店缶T,IrrifIま6屯-A.
ろが,これ上○小さくてもZZ免はt己/Jものと/?え･'iL

ろ｡然るに他 出は芯書のJZJ)をBEZEするぴ 1.̀1

子で.もろから.乏紺 少させろ抑 -_ltI東rn I;.生臼

は血 石を甜 させるZF5ニ山*Jll船 です.FJ土･ら.


